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    Vivliostyle Themesのロゴ
  
  Vivliostyle Themeは、Vivliostyleで出版物を作る際に使うスタイルテーマです。Vivliostyle Themesを使うことで簡単に出版物のスタイルを変更することができます。
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  公式Themeの採用

  汎用的で多くのユーザが使うと思われるThemeは公式Themeとして採用します。公式Themeはvivliostyle/themesレポジトリで管理され、@vivliostyle/theme-* という名前でnpm packageとして公開されます。

  
    採用条件

    公式Themeとして採用する条件は以下の通りです。

    
      	Themeのデザインと主な用途が、既存の公式Themeと異なっていること

      	Themeの仕様を満たしていること

      	Contributor License Agreementに署名すること

      	Code of Conductに従うこと

    

  
  
    採用方法

    vivliostyle/themesレポジトリにpull requestを送ってください。

    
      	Theme名は @vivliostyle/theme-* とすること

      	ソースコードをpackages/@vivliostyle/theme-*/に含めること

    

    公式Themeに採用された場合、vivliostyle/themesレポジトリのメンテナとして以下の権限が与えられます。

    
      	レポジトリへのpush

      	issueのトリアージ

      	pull requestのreviewとmerge

    

  

    ← 前へ Vivliostyle Themesギャラリー   次へ → Themeの開発  
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  Vivliostyle Themesギャラリー

  npm packageとして公開されているVivliostyle Themesのギャラリーです。新しく公開されたテーマは見つけ次第掲載していますが、掲載漏れを見つけた場合はissueやpull requestをお願いします。

  
    公式のVivliostyle Themes

    現在、6つの公式のテーマがあります。

    
      @vivliostyle/theme-bunko

      日本語の縦書き小説などに向いています。ルビ、縦中横にも対応しています。CSS変数で行数・文字数、ページヘッダ等をカスタマイズ可能です。

      
        	README（CSS変数一覧）

      

      
        [image: theme-bunkoのサンプル画像。原稿は「銀河鉄道の夜」。]
        theme-bunkoのサンプル画像。原稿は「銀河鉄道の夜」。
      
    
    
      @vivliostyle/theme-slide

      スライド資料などに向いています。表紙ページと一般ページでスタイルが変わります。CSS変数で配色、レイアウト、カバーページのスタイル等をカスタマイズ可能です。

      
        	README（CSS変数一覧）

      

      
        [image: theme-slideのサンプル画像。左は表紙ページで背景が青く、右は一般ページで背景が白い。]
        theme-slideのサンプル画像。左は表紙ページで背景が青く、右は一般ページで背景が白い。
      
    
    
      @vivliostyle/theme-techbook

      印刷を意識した技術書（小口・ノドの余白調整など）。ソースコードや目次にも対応しています。CSS変数で配色、ページヘッダ・フッタ、画像解像度等をカスタマイズ可能です。

      
        	README（CSS変数一覧）

      

      
        [image: theme-techbookのサンプル画像。テキストのほか、表、ソースコードが載っている。]
        theme-techbookのサンプル画像。テキストのほか、表、ソースコードが載っている。
      
    
    
      @vivliostyle/theme-academic

      学生が書くレポートなどに向いています。自動で章・節番号がつきます。CSS変数で図のサイズやフレーム要素のスタイルをカスタマイズ可能です。

      
        	README（CSS変数一覧）

      

      
        [image: theme-academicのサンプル画像。テキストのほか、図、表が載っている。]
        theme-academicのサンプル画像。テキストのほか、図、表が載っている。
      
    
    
      @vivliostyle/theme-gutenberg

      英語の横書き小説などに向いています。デフォルトの theme.css のほかに、3種のCSSバリエーション（alice.css, fang.css, sherlock.css）があります。

      
        	README

      

      
        alice.css

        
          [image: theme-gutenbergのサンプル画像。原稿は「Alice's Adventures in Wonderland」。]
          theme-gutenbergのサンプル画像。原稿は「Alice's Adventures in Wonderland」。
        
      
      
        fang.css

        
          [image: theme-gutenbergのサンプル画像。原稿は「White Fang」。]
          theme-gutenbergのサンプル画像。原稿は「White Fang」。
        
      
      
        sherlock.css

        
          [image: theme-gutenbergのサンプル画像。原稿は「The Adventures of Sherlock Holmes」。]
          theme-gutenbergのサンプル画像。原稿は「The Adventures of Sherlock Holmes」。
        
      
    
    
      @vivliostyle/theme-epub3j

      電書協EPUB3制作ガイド準拠のEPUBを作るためのテーマです。日本語縦書きのEPUB出版物に適しています。

      
        	README

      

      
        [image: theme-epub3jのサンプル画像。]
        theme-epub3jのサンプル画像。
      
    
  
  
    非公式のVivliostyle Themes

    
      vivliostyle-theme-dnd-5e-phb

      作成者：oldgeese

      D&D 5e PHB theme for Vivliostyle

      [image: ]
    
    
      vivliostyle-theme-thesis

      作成者：yamasy1549

      Academic theme (thesis)

    
    
      vivliostyle-akashi-kosen-bulletin

      作成者：yamasy1549

      明石高専の年報用スタイル（非公式）

    
  

    ← 前へ Vivliostyle Themeの仕様   次へ → 公式Themeの採用  
      
  © 2026 Vivliostyle Foundation.
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  Vivliostyle Themeの仕様

  Vivliostyle Themeをnpm packageとして公開する場合は以下の仕様に従ってください。create-vivliostyle-themeを使うと、この仕様に従ったテーマを簡単に作成することができます。

  
    テーマ名

    テーマの名前は自由に決められます。ただし、以下の点を考慮することを推奨します。

    
      	用途が明確な場合は、用途を表す端的な用語を含める

      	変更可能なスタイルに関する用語を避ける
        
          	出版物のサイズや組み方向などは、将来的にはVivliostyle Pubなどでユーザーが簡単に変更できるようになる予定です。したがって、これらの変更可能なスタイルに関する用語を使うことは避けてください。

          	避けるべき名前の例：vivliostyle-theme-a4book、vivliostyle-theme-tategakiなど

        

      

    

  
  
    テーマに含めるスタイル

    テーマは、出版物の特定の部分のみ（図表のみ、脚注のみなど）のスタイルを含んだものではなく、出版物全体のスタイルを含めるものとします。

    以下に、テーマに含めることが望ましい代表的なスタイルを示します。create-vivliostyle-themeで作成したテーマの雛形はこれらのスタイルを含んでいます。

    
      	ページ（余白、柱など）

      	見出し

      	段落

      	数式

      	図とキャプション

      	表とキャプション

      	ソースコード

      	脚注

      	ルビ

    

  
  
    ディレクトリ構造

    vivliostyle-theme-mybook/
├── LICENSE
├── README.md
├── package.json
├── example/
│   ├── ...
│   └── default.md
├── theme.css
└── vivliostyle.config.js

    create-vivliostyle-themeでテーマの雛形を作成すると、上のようなファイルが自動生成されます。次の節からは代表的なファイルの詳細を見ていきます。

  
  
    package.json

    {
  "name": "vivliostyle-theme-mybook",
  "author": "John Doe <john@example.com>",
  "main": "theme.css",
  "keywords": [
    // 以下で説明
    "vivliostyle",
    "vivliostyle-theme"
  ],
  "vivliostyle": {
    // 以下で説明
    "theme": {
      "style": "./theme.css",
      "name": "Mybook",
      "author": "John Doe",
      "category": "novel",
      "topics": ["paperback"]
    }
  }
}

    vivliostyle-theme-scriptsを使うと、作成したテーマのpackage.jsonが仕様に従っているかをチェックできます。

    $ vivliostyle-theme validate

    
      keywords プロパティ

      任意。

      このプロパティの値に "vivliostyle-theme" を含めておくと、Create Bookを使って出版物を作る際、利用可能なテーマの一覧にあなたのテーマが表示されます。ただし、そのためにはテーマをnpm packageとして公開している必要があります。

      テーマはVivliostyleに関連するnpm packageであるため、"vivliostyle" も含めておくとよいでしょう。

    
    
      vivliostyle.theme プロパティ

      
        style プロパティ

        必須。テーマで使うメインのCSSを指定します。

        package.jsonのトップレベルに style や main を指定することもできます。vivliostyle.theme.style と同じ意味を持ちますが、優先順位は vivliostyle.theme.style > style > main です。

        {
  "main": "theme.css",
  "style": "theme.css"
}

      
      
        author プロパティ

        必須。

      
      
        category プロパティ

        任意。このプロパティは、あなたのテーマを初めて使おうとするユーザーがテーマの主な用途を知るためのヒントになります。テーマにもっともあてはまるものを以下のリストから選んでください。

        
          	"novel"

          	"magazine"

          	"journal"

          	"report"

          	"misc"

        

        なお、このリストは今後更新される場合があります。

      
      
        topics プロパティ

        任意。テーマの用途を category プロパティよりも具体的に説明したい場合、ここにリストアップして記述しておくとよいでしょう。

      
    
  
  
    example/

    exampleディレクトリには、テーマの端的なサンプルとなるようなMarkdownファイルを1つ以上含めてください。ファイル名は任意です。

    MarkdownファイルではVFM (Vivliostyle Flavored Markdown)が利用できます。

  
  
    theme.css

    テーマのスタイルを定義したスタイルシートを含めてください。CSSカスタムプロパティ（CSS変数）を活用することで、ユーザーがテーマのスタイルを柔軟にカスタマイズできるようにすることを推奨します。

    テーマには複数のスタイルシートを含めることができます。たとえば、デフォルトの theme.css 以外に以下に示す用途を想定した種類のスタイルシートを用意する使い方などがあります。

    
      	theme_print.css: PDFとして出力する場合や、Vivliostyle Viewerで閲覧する場合のスタイルを定義

      	theme_screen.css: HTMLなどのwebpub形式で出力する場合のスタイルを定義

    

    Vivliostyle CLIでデフォルト以外のスタイルシートを指定する場合、以下のように specifier と import プロパティを設定します。

    theme: {
  specifier: 'vivliostyle-theme-mybook',
  import: 'theme_print.css',
},

  
  
    vivliostyle.config.js

    /** @type {import('@vivliostyle/cli').VivliostyleConfigSchema} */
module.exports = {
  language: 'en',
  theme: ['node_modules/@vivliostyle/theme-base', '.'],
  entry: ['example/default.md'],
  workspaceDir: '.vivliostyle',
  output: [
    'book.pdf',
    {
      path: './book',
      format: 'webpub',
    },
  ],
};

    example内のMarkdownファイルから出版物を生成するための設定ファイルです。開発者がテーマを開発する際に使うほか、テーマを使うユーザーがサンプル出版物を生成する際にも使います。

  

    ← 前へ Vivliostyle Themes   次へ → Vivliostyle Themesギャラリー  
      
  © 2026 Vivliostyle Foundation.
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  Themeの開発

  
    Themeを作成する

    
      create-vivliostyle-themeによる雛形生成

      create-vivliostyle-theme CLIを使って、テーマプロジェクトの雛形を生成します。

      npm create vivliostyle-theme <theme-name>

      対話形式で以下の項目を入力します。

      
        
          
            	項目
            	説明
          

        
        
          
            	description
            	テーマの説明
          

          
            	author
            	作者名
          

          
            	email
            	メールアドレス
          

          
            	license
            	ライセンス（MIT、Apache-2.0等）
          

          
            	category
            	テーマの分類（novel / magazine / journal / report / misc）
          

        
      

      実行後、vivliostyle-theme-<theme-name> ディレクトリが生成されます。

    
    
      生成されるファイル構成

      vivliostyle-theme-<name>/
├── .gitignore
├── package.json          # パッケージ定義（vivliostyle.theme 設定を含む）
├── README.md             # テーマの説明・使い方
├── theme.css             # テーマのメイン CSS
├── vivliostyle.config.js # プレビュー用の設定ファイル
└── example/
    └── default.md        # サンプル原稿（VFM 形式）

      各ファイルの役割:

      
        
          
            	ファイル
            	役割
          

        
        
          
            	package.json
            	テーマのメタ情報。vivliostyle.theme プロパティでテーマ名・作者・メインCSS・カテゴリを定義
          

          
            	theme.css
            	テーマのスタイル定義本体。theme-baseの @import とCSS変数のカスタマイズが初期設定済み
          

          
            	vivliostyle.config.js
            	vivliostyle preview でテーマの動作確認に使用。entryに example/default.md を指定
          

          
            	example/default.md
            	テーマ適用例を示すサンプルMarkdown。VFM記法に対応
          

        
      

    
  
  
    雛形をカスタマイズする

    
      theme.cssの編集

      生成直後の theme.css にはtheme-baseの全モジュールインポートとCSS変数のカスタマイズ例が含まれています。

      /* theme-base の全モジュールをインポート */
@import url(../@vivliostyle/theme-base/theme-all.css);

/* コードハイライト（Prism）を追加 */
@import url(../@vivliostyle/theme-base/css/lib/prism/base.css);
@import url(../@vivliostyle/theme-base/css/lib/prism/theme-okaidia.css);

:root {
  /* 基本スタイル */
  --vs-font-family: 'Times New Roman', serif;
  --vs-font-size: 12px;
  --vs--heading-line-height: 1.3;
  --vs--h1-font-size: 2.5em;

  /* 脚注 */
  --vs-footnote--call-content: '[' counter(footnote) ']';

  /* ページレイアウト */
  --vs-page--mbox-content-bottom-center: counter(page);
  --vs-page--mbox-content-top-left: env(doc-title);

  /* 目次 */
  --vs-toc--marker-margin-inline: 8rem;
}

      独自のスタイルを追加するには、このファイルの末尾にルールを記述します。ページサイズの設定例:

      @page {
  size: A5;
  margin: 20mm 15mm;
}

    
    
      theme-baseのモジュール活用

      theme-baseは機能ごとにモジュール分割されています。全モジュールが不要な場合は、theme-all.css の代わりに必要なモジュールのみをインポートできます。

      /* 基本モジュールのみ */
@import url(../@vivliostyle/theme-base/css/common/meta-properties.css);
@import url(../@vivliostyle/theme-base/css/common/reset.css);
@import url(../@vivliostyle/theme-base/css/common/basic.css);

/* 必要な機能モジュールを追加 */
@import url(../@vivliostyle/theme-base/css/partial/toc.css);
@import url(../@vivliostyle/theme-base/css/partial/footnote.css);

      利用可能なモジュール一覧:

      
        
          
            	カテゴリ
            	モジュール
            	CSS変数プレフィックス
          

        
        
          
            	common
            	meta-properties.css — ドキュメント全体のメタプロパティ
            	--vs-
          

          
            	common
            	reset.css — CSSリセット
            	—
          

          
            	common
            	basic.css — 基本HTMLタグのスタイル
            	--vs--
          

          
            	partial
            	crossref.css — 図表・引用の相互参照
            	--vs-crossref--
          

          
            	partial
            	endnote.css — 後注
            	--vs-endnote--
          

          
            	partial
            	footnote.css — 脚注
            	--vs-footnote--
          

          
            	partial
            	footnote-external-link.css — 外部リンクの脚注化
            	--vs-footnote--
          

          
            	partial
            	page.css — ページメディア
            	--vs-page--
          

          
            	partial
            	section.css — 見出し番号・節参照
            	--vs-section--
          

          
            	partial
            	toc.css — 目次
            	--vs-toc--
          

          
            	partial
            	utility-classes.css — ユーティリティクラス
            	—
          

          
            	lib
            	prism/base.css — コードハイライト基盤
            	--vs-prism--
          

          
            	lib
            	prism/theme-prism.css — Prismデフォルトテーマ
            	--vs-prism--
          

          
            	lib
            	prism/theme-okaidia.css — Okaidiaテーマ
            	--vs-prism--
          

        
      

      詳細はtheme-baseのREADMEを参照してください。

    
    
      CSS変数のオーバーライド

      theme-baseや各テーマが公開するCSS変数を :root で上書きすることで、テーマをカスタマイズできます。

      :root {
  /* フォント設定 */
  --vs-font-family: 'Noto Serif JP', serif;
  --vs-font-size: 10.5pt;

  /* 見出し */
  --vs--h1-font-size: 2em;
  --vs--heading-line-height: 1.4;

  /* 相互参照のカウンタスタイル */
  --vs-crossref--counter-style: upper-roman;

  /* ページヘッダ・フッタ */
  --vs-page--mbox-content-top-left: env(pub-title);
  --vs-page--mbox-content-top-right: env(doc-title);
  --vs-page--mbox-content-bottom-center: counter(page);
}

      実際のテーマでの活用例として、theme-techbookはテーマ固有のCSS変数（--vs-theme--*）を公開しています:

      :root {
  --vs-theme--anchor-color-body: #3498db;
  --vs-theme--blockquote-color-bg: #ecf0f1;
  --vs-theme--inline-code-color-bg: #ecf0f1;
  --vs-theme--image-resolution-for-figure-image: 300dpi;
  --vs-theme--page-top-left-content: env(pub-title);
  --vs-theme--page-bottom-content: counter(page);
}

    
    
      example/ディレクトリの編集

      example/ にはテーマの適用例を示すサンプルMarkdownを配置します。

      
        	最低1つのMarkdownファイルが必要です

        	VFM (Vivliostyle Flavored Markdown)記法が利用できます

        	テーマが対応する主要なスタイル（見出し、コードブロック、脚注、画像、数式等）を網羅する内容を推奨します

      

      プレビューで動作確認:

      npm run preview

    
  
  
    Themeを公開する

    
      事前検証

      公開前に vivliostyle-theme-scripts validate を実行して、パッケージの妥当性を検証します。

      npm run validate

      検証項目:

      
        
          
            	チェック
            	種別
            	内容
          

        
        
          
            	スタイルロケータ
            	エラー
            	vivliostyle.theme.style、style、main のいずれかが設定されていること
          

          
            	作者情報
            	警告
            	vivliostyle.theme.author または author が設定されていること
          

        
      

    
    
      プレビュー確認

      npm run preview

      vivliostyle.config.js の設定に基づき、example/ のサンプル原稿にテーマを適用した状態でプレビューが表示されます。

    
    
      package.jsonの必須フィールド

      {
  "name": "vivliostyle-theme-<name>",
  "main": "theme.css",
  "keywords": ["vivliostyle", "vivliostyle-theme"],
  "vivliostyle": {
    "theme": {
      "name": "Theme Display Name",
      "author": "Author Name",
      "style": "theme.css",
      "category": "misc",
      "topics": []
    }
  }
}

      
        
          
            	フィールド
            	必須
            	説明
          

        
        
          
            	vivliostyle.theme.style
            	✅
            	メインCSSファイルのパス
          

          
            	vivliostyle.theme.author
            	✅
            	テーマの作者名
          

          
            	vivliostyle.theme.name
            	—
            	テーマの表示名
          

          
            	vivliostyle.theme.category
            	—
            	novel / magazine / journal / report / misc
          

          
            	vivliostyle.theme.topics
            	—
            	テーマの用途を示すトピックの配列
          

          
            	keywords
            	—
            	"vivliostyle" と "vivliostyle-theme" を含めることを推奨
          

        
      

      詳細な仕様はVivliostyle Themeの仕様を参照してください。

    
    
      npmへの公開

      npm publish

      公開後、テーマは以下から検索可能になります:

      
        	GitHub Topics: vivliostyle-theme

        	npm: vivliostyle-theme

      

    
    
      公式テーマとして提案する

      自作したテーマは、ぜひVivliostyle公式テーマとして提案してください。詳細は公式Themeの採用を参照してください。

    
  

    ← 前へ 公式Themeの採用   次へ → テーマの使い方  
      
  © 2026 Vivliostyle Foundation.
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document. If you need more information, please check the
document.

1. Code

function main() {}

1.1. with caption
Figurel. appjs

function main) {}

Figure2. appjs

function main) {}

2. Footnotes

VFM is developed in the GitHub repositoryl. Issues are managed
on GitHub?. Footnotes can also be written inlinef.

3. Frontmater

(You can define metadata on the top of the Markdown fie. Try to
set lang option ja in the frontmatter! If you need more
information, please check Frontmatter part in VEM document)

4. Hard new line

(Try to set the hardLineBreaks option true in the frontmatter!)
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